
 

 

 

２ ０ １ ５ 年 ５ 月 １ ４ 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

 

リゾートしらかみ「橅(ブナ)」の車両新造について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．デザインコンセプト 

白神山地と日本海に囲まれた沿線の美しい大自然、移ろい行く季節感、どこか神聖で神々し

い空気感を「緑豊かな橅（ブナ）の葉とそこから溢れ出る優しい木漏れ日」で表現したデザインとし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ディーゼルハイブリッド車の特徴（別紙） 

・燃料消費量を低減する他、排気ガス中の有害物質である窒素酸化物（ＮＯｘ）と粒子状物質

（ＰＭ）の排出量を約６割低減しています。 

・車内照明にはＬＥＤを採用し、従来の蛍光灯の約６割の消費電力量としています。 

 

(外観イメージ) 

○ＪＲ東日本では、「グループ経営構想 V（ファイブ）～限りなき前進～」において、観光流動

の創造と地域の活性化に取り組んでいます。 
 
○当社が提案する「のってたのしい列車」のパイオニアとして好評運行中の「リゾートしらかみ」

の「橅(ブナ)」編成（キハ４０系）の後継車両として、新型車両（ＨＢ－Ｅ３００系：ディーゼル

ハイブリッド車両）を製作します。 
 
○車両は１編成（４両）製作し、２０１６年７月～９月に実施される「青森県・函館デスティネー

ションキャンペーン」にあわせて営業運転を開始し、地域の活性化、地方創生に取り組んで

まいります。 

※デザインは「ＫＥＮ ＯＫＵＹＡＭＡ ＤＥＳＩＧＮ  

（代表：奥山清行氏）」が担当します。 



３．運用区間 

奥羽本線・五能線 （秋田～東能代～川部～弘前・青森） 

 

 

４．「リゾートしらかみ」の概要 

１９９７年４月１日に秋田新幹線の開業に合わせ登場し、多くのお客さまと沿線の皆さまに支え

られ、現在は年間１０万人を超えるお客さまにご利用いただいています。 

新たにデビューする「橅（ブナ）」編成では、地元の皆様と連携し、五能線沿線を満喫いただけ

る新しい車内サービスをご提供する予定です。 

 

・１９９７年 ４月  「リゾートしらかみ」デビュー 

・１９９９年 ４月  沿線の観光メニューをお楽しみいただく 「蜃気楼ダイヤ」を実施 

・２００３年 ４月  「橅（ブナ）」編成デビュー※初代編成を「青池」編成とし、２編成で運転開始 

・２００６年 ３月  「くまげら」編成デビュー ３編成での運転を開始 

・２０１０年１２月  「青池」編成ハイブリッド車を導入 

・２０１１年１０月  ご乗車人員１００万人達成（２０１４年度末現在１３４万人） 

 

 

 



リゾートしらかみ「橅（ブナ）」車両新造の概要
～ＨＢ－Ｅ３００系ディーゼルハイブリッド車両～

別紙

＜主な特徴＞

編 成 ４両編成 (４Ｍ)

定 員 約１４０名

車体寸法
２０．６ｍ (全長)×２．９２ｍ(全幅)×３．６２ｍ (全高)

軽量ステンレス構体

側出入口 片側１扉

最高運転速度 １００ｋｍ／ｈ

制御方式 コンバータ＋ＶＶＶＦ制御

室 内
先頭車両にイベントスペース、中間車両に新たなソ
ファータイプＢＯＸ席及びフードカウンタ－設置

ＬＥＤ照明

＜外観・内装コンセプト＞

※1 ディーゼルハイブリッドシステムとは、車両の状況に応じて、ディーゼルエンジン
発電機と蓄電池という2種類の動力源を、単独あるいは組合せて走行に必要な動
力を発生させるシステムです。

（外観イメージ）

室内イメージ（フードカウンター）

◆エクステリア
・「橅（ブナ）」の木立をグラデーションで表現し、ナチュラルな
グリーンの濃淡で優しい木漏れ日を感じさせるデザインとしま
す。

◆インテリア
・雄大な白神山地や夕陽の沈む日本海などの美しい風景を
車内から楽しめる開放感のある空間、窓とします。
・沿線のシンボルである橅や杉などの木材を取り入れ、温かみ
と安らぎを演出する内装とします。
・ＢＯＸ席は２タイプで、さまざまな旅行スタイルに対応します。
また、新たに設置するフードカウンターでは沿線の「食」も
提供します。

※2 ディーゼルハイブリッド車両は、２００７年に当社で初めて小海線にキハＥ２００
形車両を導入し、その後、２０１０年に盛岡地区・秋田地区・長野地区向けにＨＢ
－Ｅ３００系車両を導入しております。また、２０１５年には仙石東北ライン向けにＨ
Ｂ－Ｅ２１０系車両を新造しております。
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